
<巡検の記録>

第 1学年

二ヒ二Jhヽ 賀 高 原

昭和 43年 7月 7日～ 9日

(浅井教官 )

巡検の 1カ月前に,各自-項目づつの分担を決め,下調べ を行売 った.その分担項 目は以下の通 Dで

ある｡

㊥ 関東平野西部の地質と地形

③ 関東山地北部の地質 と地形

⑨ 鏑川の河岸段丘 とその土地利用

⑦ 北信の火山活動 ･温泉とその利用

(9 長野盆地の地形と土地利用

⑭ 志賀高原の気候 o土地 とその利用

④ 関東平野西部の農業 ･工業 ･都市化

④ 関東山地北部の気候や士地利開

⑥ 佐久 ･上田盆地の地形と土地利用

@ 北信の第三紀層と地tb

⑲ 中野扇状地の地形 ･水と土地利用

⑲ 菅平の気候 ･土地とその利用

⑲ 裏 日本 ･表 日本気候 と家屋 o集落 ･生活をどの比較

⑲ 信濃川の河川地理学 ⑮ 群馬 ･長野の史前史 ･古代史

⑯ 群馬 ･長野の中 ｡近世史

これらが実際に,巡検の下調べにをったかどうかは疑問だが,主体的に巡検に参加するとい う態度を

萎えたよう夜気がする｡

第 1日目は,午後 3時にアスマン通風乾湿計, ビュラム式風向風速計,三脚, トランシーバ- を携え

発哨スキー場の緩斜面-出かけたoA (1460m ), B(1500仇 ),C(1550m )3つの地

点に, 5- 6名配 し,乾球,湿球,風向,風速の測定を数回行ない,微気候について調べた.観測値に

あま上目言悪性がないので,ここに明示するのは避け,気付いたことを述べるに止めたいと思 うO観測時

刻に差があったためか,高度が低叫 まど,蒸気圧が低 くなって しま ったoこれは,谷の方か ら風が吹き

上ってきたためであるらしho これを確かめるために,B地点で発煙筒をたき,煙の動 きを観察 した.

結果は,谷風がやや卓越 していた0

2日目は,斜面を上 ってくる谷風について観測す る予定であったが,風が強かったので中止し,志賀

高原の地質構造観察のため,池廻 Dを行なったO志賀高原の地質は,主に次の ようなものか ら構成され

ている｡ 1).基盤岩類, 2).基底熔岩, 3).東館熔岩. 4).志賀第-熔岩, 5).志賀湖成層
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6). 志賀第二熔岩 などであD,その他今の志

賀山の噴出物であるデ トリタンなども含まれる｡

池廻 Dのコースは,地図を参照されたい｡ 大沼

池は標高 16977nで,土の色は樺色を帯びて

レーた｡四十八池の付近は標高 1890〝1で,大

小沢山の池沼が散在 している｡ 湿地帯なので,

珍 しい植物がレ､くつか見 られた｡熊野湯温泉の

小高い展望台から,志賀高原の地形や熔岩の状

態 などを観察 した｡

最後の日,分担項 目を中心に,各 自が 自由に

調査を行なった｡ (2年 上田 記 )

第 2学年

志 責 高 原 略 図

彦 根 ･奈 良 巡 検 ( 渡 辺 ･ 正 井 教 官 )

昭和 43年 10月 10日～ 13日

〔第一 日〕 彦 根

彦根城のある高台に登 って,彦根の位置を確めることか ら本巡検は始ったo琵琶湖のある近江盆地は,

東は伊吹 ･鈴鹿の開析の進んだ断層崖で,琵琶湖 との間に湖東平野をつ くっている｡西は比良の断層崖

が湖岸にせまっておD,又北 も急で,敦賀湾から柳瀬を通 って余呉湖に至る柳瀬断層があるo

彦根は湖東平野にあって,湖北 ･湖南の境 となる中央部分に位置 している｡

地勢観察の後,市内を見学 した｡市街は井伊氏 35万石の城下町で,戦災を免れて,今夜を城下町的

景観を残 している.城 を中心にして東南は家臣の武家屋敷で,西南は寺町であるO寺町と城の堀との間

には,町屋が残っている.町屋には, 〝うだつ 〝 (防火用の屋外につきでた壁 )や格子戸をどがみられ

た.道は原則的には真す ぐであるが,外敵の侵入を考慮 して鍵手型やゆるやかを カーブの道路が要所要

所に設けられている. 商店街には,市場商店街,中央衝,最近できた新商店街があるが,彦根の特徴と

しては,駅前の商店街 よD,町屋の方のそれが繁華街と呼ぶにふさわ しいところとをっていることで,

駅の吸引力が小さいことを示 している｡

人口は昭和 43年統計で, 7 .4万人であD,その変化は少しずつであるが増加の傾向にあるO

産業別人口は,第 1次 22庫,第 2次 36帝,第 3次 41帝で,=業の比率が高く,繊維=業,機械

工業や東部 カルス ト山地に原料をあおぐセメント工業が行われているO

明治以後,発達の遅れている彦根ではあるが,近年,名神高速道路の開通に伴 って,通路にあたる原
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